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水都おおさか森林の市 2008

　オープニングセレモニーでは、地元天神・天満花娘さん達が

勢揃い、「大阪じめ」で景気をつけての開催となりました。

【関連記事は、2～ 3頁】
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水
都
お
お
さ
か
森も

り林
の
市　

 

を
開
催

2008

約
２
万
８
千
人
の
市
民
が
森
の
恵
み
を
満
喫

　

10
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）
大
阪
市
内
（
近
畿
中
国
森
林
管

理
局
、
Ｏ
Ａ
Ｐ
、
毛
馬
桜
之
宮
公
園
周
辺
）
に
お
い
て
、「
水
都
お

お
さ
か
森
林
の
市
２
０
０
８
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
地
球

温
暖
化
防
止
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
大
川
端
に
森
林
が
出
現
、
身
近
な

森
林
、使
っ
て
守
ろ
う
み
ん
な
の
暮
ら
し
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

地
元
堀
川
地
域
を
は
じ
め
淀
川
流
域
圏
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
エ
リ

ア
の
行
政
や
民
間
団
体
の
参
加
・
協
力
に
よ
り
73
団
体
の
出
展
を
得

ま
し
た
。

　

初
日
の
11
日
は
、
前
夜
か
ら
降
っ
て
い
た
雨
も
晴
れ
上
が
り
、
大

阪
府
副
知
事
に
よ
る
「
大
阪
府
木
づ
か
い
Ｃ
Ｏ
２
認
定
証
交
付
式
」、

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
長
に
よ
る
「
森
と
木
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式
」、天
神
天
満
花
娘
さ
ん
ら
に
よ
る「
つ
る
カ
ッ
ト
」「
大
阪
じ
め
」

で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
開
幕
し
ま
し
た
。「
学
び
の
も

り
」「
も
り
の
小
道
」「
遊
び
の
も
り
」「
お
祭
り
の
も
り
」「
水
辺
の

も
り
」
の
五
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
た
会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
も

楽
し
く
参
加
で
き
る
展
示
や
丸
太
切
り
・
木
工
体
験
、
林
産
物
の
販

売
、
ボ
ー
ト
の
乗
船
体
験
、
さ
ら
に
は
、
ク
イ
ズ
に
答
え
て
景
品
が

も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
苗
木
の
無
料
配
布
。
ま
た
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
、「
大
阪
す
み
よ
し
少
年
少
女
合
唱
団
」
に
よ
る
森
の
歌
の

合
唱
や
チ
ェ
ロ
な
ど
の
楽
器
演
奏
の
ほ
か
、「
天
満
音
楽
祭
」
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
が
行
わ
れ
る
な
ど
、「
見
て
」「
聴
い
て
」「
ふ
れ
て
」

「
味
わ
い
」「
匂
う
」
五
感
で
楽
し
め
る
催
し
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
２

日
間
で
延
べ
約
２
万
８
千
人
の
市
民
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
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恒
例
に
な
っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
の
つ
る
カ
ッ
ト

木
工
体
験
の
様
子

例
年
人
気
の
丸
太
切
り

天
満
音
楽
祭　

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
さ
な
が
ら
の

　

 

盛
り
上
が
り

「オフィスに木の香りと安らぎを」

                                 展示会を開催

木づかいでストップ地球温暖化

　近畿中国森林管理局、大阪府、（社）大阪府木材連合会では、“ 木づ
かいでストップ地球温暖化 ”を合言葉にオフィスでの木材製品の利用を
促進するため、10月7日から12日の間、当局１階の「森林のギャラリー」
において、各種木製オフィス用品の展示会「オフィスに木の香りとやす
らぎを」展示会を開催しました。
　全国から企業など３４団体が、国産材を使用した机、椅子、テーブル
等の木製品、間伐材を利用した名刺、はがき、カート缶等の紙製品など
自慢の製品を展示しました。
　また、１０月８日には出展者による説明会と、（財）日本木材総合情
報センターと連携し、「企業向けセミナー ” 木づかいのすすめ ” 大阪」
を開催し、木づかいの重要性を PRしました。　
　期間中は、約２, ３００名の入場者があり、「実際に目にふれ手で触れ
てとてもよかった。木材利用は大切なことと思います」「木のあたたか
さを改めて感じた」「こういう機会をもっと増やして欲しい」などたく
さんの声がありました。家庭やオフィスなどで木製品を身近に取り入れ
る一人ひとりの「木づかい」が地球温暖化防止に貢献します。みなんさ
んも国産材を積極的に利用しましょう。

会場で実施したアンケート調査結果の一部を紹介します。

Q：興味があった展示

   品は何でしたか。

   複数回答

   回答147名

          （総数259）

Q：展示品の価格につ

   いて。

　回答131名

Q：木材を利用して地

   球温暖化防止に貢

   献したいと思いま

   すか。

　回答148名

高い
　15%

やや高い
　　　60%

ちょうどよい
　　　　24%

やや安い　1%
安い　1%
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広
島
北
部
森
林
管
理
署
㉝

 
茗み

ょ
う
が
だ
に

荷
谷
国
有
林

   
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
神か

ん
の
せ
き
ょ
う

之
瀬
峡

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/hokubu

〒
七
二
八ｰ

〇
〇
一
二

 

広
島
県
三
次
市
十
日
市
中
二ｰ

五ｰ

一
九

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
〇ｰ

三
一
六
〇ｰ

一
〇
〇
〇

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二
四ｰ

六
二ｰ

二
一
五
六

　

三
次
市
中
心
部
か
ら
北
へ
、
約
30
キ
ロ
、
車
で

40
分
に
位
置
す
る
、
広
島
県
三
次
市
君
田
町
の
茗

荷
谷
国
有
林
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

広
島
県
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
茗
荷
谷
山
の
神
之

瀬
峡
に
は
７
６
９
種
の
植
物
、
８
０
４
種
の
昆
虫

が
確
認
さ
れ
、
生
物
多
様
性
に
富
み
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
他
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
、
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
生
息
は
特
筆
に
値
す
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
昭
和
45
年
か
ら
神
之
瀬
峡
自
然

環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
10
年
に
２
千
７
３
６
㏊
が
県
立
自
然
公
園
に
指

定
さ
れ
、
野
生
動
植
物
の
保
護
を
図
る
た
め
各
種

の
行
為
規
制
に
よ
り
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
大

き
な
役
割
が
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

植
生
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
が
広
が
っ

て
い
る
中
で
、
高
暮
ダ
ム
に
向
か
う
県
道
４
５
６

号
周
辺
や
伊
久
利
山
周
辺
に
は
コ
ナ
ラ
・
ア
ベ
マ

キ
林
、
ダ
ム
周
辺
に
は
ブ
ナ
・
ク
ロ
モ
ジ
林
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

神
之
瀬
峡
は
、
海
抜
２
６
０
～
９
０
０
ｍ
の
範

囲
に
及
ぶ
の
で
、
原
植
生
は
落
葉
広
葉
樹
林
（
ブ

ナ
群
系
）
か
ら
中
間
針
葉
樹
林
（
モ
ミ
・
ツ
ガ
群

系
）
を
経
て
常
緑
広
葉
樹
（
シ
イ
ノ
キ
群
系
）
に

わ
た
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、

近
世
以
降
、
砂
鉄
精
錬
用
木
炭
山
地
と
し
て
開
発

さ
れ
た
た
め
、
森
林
は
伐
開
さ
れ
、
原
植
生
と
い

え
る
も
の
は
殆
ど
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
船
山
山
頂

付
近
に
わ
ず
か
に
ブ
ナ
林
が
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
従
っ
て
本
地
域
は
大
部
分
が
二
次
林
で

あ
る
ク
リ
・
コ
ナ
ラ
群
落
と
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植

林
が
占
め
て
い
ま
す
。 

　

見
所
と
し
て
は
、
昭
和
24
年
に
10
年
の
歳
月
を

経
て
完
成
し
た
堤
高
６
９
．
４
ｍ
、
湛
水
面
積

１
８
５
㏊
を
誇
る
高
暮
ダ
ム
、
ダ
ム
で
せ
き
止
め

ら
れ
た
神
之
瀬
湖
、
落
差
30
ｍ
の
小こ

い
お
り庵

の
滝
、
第

１
種
特
別
保
護
地
域
内
に
あ
る
、
落
差
８
ｍ
の

鳴
ヶ
滝
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

  

本
峡
谷
は
、
県
内
で
は
三
段
峡
と
同
様
に
中
国

山
地
の
脊
梁
部
か
ら
発
し
た
川
の
浸
食
に
よ
っ
て

で
き
た
も
の
で
あ
り
、
深
さ
は
３
０
０
ｍ
に
も
達

し
ま
す
。

 

一
方
、
河
川
の
流
路
に
沿
っ
て
顕
著
な
断
層
線

が
み
ら
れ
、
こ
の
断
層
線
か
ら
鉱
泉
の
湧
出
が
あ

り
、
川
底
の
随
所
に
ア
ブ
ク
の
噴
出
、
変
色
現
象

な
ど
の
特
異
な
自
然
現
象
を
現
出
し
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。
鉱
泉
が
湧
出
し
て
い
る
た
め
、
石

灰
華
ら
し
い
鉱
物
質
の
沈
積
現
象
と
ガ
ス
の
噴
出

現
象
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
面
で
は
、
適
切
な
間
伐
実
行
等
に
よ
り
、

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
等
、
森
林
の
持
つ
公
益
的

機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
神
之
瀬
川
の

右
岸
に
総
延
長
１
万
７
千
ｍ
の
作
業
道
を
計
画
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
、
茗
荷
谷
国
有
林

の
近
く
に
は
君
田
温
泉
、
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
施
設

も
あ
り
ま
す
。
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
見
所
豊
富
な
茗
荷
谷
国
有
林
に
是
非
お
越
し

下
さ
い
。

◆
ア
ク
セ
ス

車
の
場
合　

中
国
自
動
車
道
三
次
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
30
分

（
下
流
地
域
）、
中
国
自
動
車
道
三
次
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
40

分
（
上
流
地
域
）

公
共
交
通
機
関
の
場
合　

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
三
次
駅
か
ら

神
之
瀬
方
面
行
の
バ
ス
約
35
分
宮
原
板
橋
前
下
車
（
下

流
地
域
）、
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
三
次
駅
か
ら
神
之
瀬
方
面
行

の
バ
ス
約
50
分
沓
ヶ
原
下
車
（
上
流
地
域
）

写
真　

（
右
）
神
之
瀬
峡　

岩
と
淵

      

（
上
）
鳴
ヶ
滝　

落
差
８
ｍ
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山
口
森
林
管
理
事
務
所
㉞

み
か
げ
石
と
神
の
島
「
黒く

ろ
か
み髪

国
有
林
」

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/
yamaguchi

〒
七
五
三ｰ

〇
〇
九
四

　

山
口
市
野
田
三
五ｰ

一

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
〇ｰ

三
一
六
〇ｰ

六
一
五
五

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
三ｰ

九
二
三ｰ

四
六
三
一

　

山
口
県
東
南
部
に
位
置
す
る
周
南
市
の
南
西
約

５
㎞
沖
合
に
浮
か
ぶ
黒
髪
島
は
、
古
来
か
ら
「
神

の
島
」
と
言
わ
れ
、
厳
島
神
社
が
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
厳
島
神
社
は
、
宮
島
の
厳
島
神
社
と
同

名
で
す
が
、
平
清
盛
が
厳
島
神
社
建
立
の
候
補
地

と
し
て
、
こ
の
島
を
挙
げ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
、

広
島
の
宮
島
と
同
日
に
管
弦
祭
が
行
わ
れ
る
な
ど

山
と
海
の
安
全
を
お
守
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
黒
髪
島
の
大
半
を
占
め
る
の
が
、
黒
髪
国

有
林
（
標
高
３
１
３
ｍ
、
周
囲
１
２
キ
ロ
、
面
積

２
８
８
㏊
）
で
、林
齢
44
～
84
年
生
の
ア
カ
マ
ツ
、

ク
ロ
マ
ツ
、
広
葉
樹
（
ヤ
マ
モ
モ
・
カ
シ
等
）
の

天
然
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
周
南
市
の
市
街
地
か

ら
近
く
、
徳
山
湾
の
中
に
あ
っ
て
瀬
戸
内
海
国
立

公
園
の
一
角
を
占
め
風
致
景
観
に
優
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
約
２
０
０
㏊
を
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
「
黒
髪
風
景
林
」
に
指
定
し
景
観
に
配
慮
し
た

管
理
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

黒
髪
島
の
島
全
体
は
み
か
げ
石
の
原
石
と
な
る

花
崗
岩
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
明

治
11
年
か
ら
国
有
林
の
一
部
に
お
い
て
良
質
な
石

材
と
海
上
輸
送
の
利
便
性
を
生
か
し
た
採
石
事
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
黒
髪
国
有
林
の
み
か
げ
石

（
徳
山
み
か
げ
）
は
、
世
界
屈
指
の
品
質
で
国
会

議
事
堂
の
中
庭
か
ら
堀
周
辺
に
15
万
４
６
７
８
切

り
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
墓
石
、

護
岸
工
事
用
等
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
年
は
、
墓
石
や
記
念
碑
用
と
し
て
加
工
さ

れ
る
大
型
の
原
石
も
減
少
し
て
お
り
、
防
波
堤
の

栗
石
や
護
岸
な
ど
の
捨
て
石
、
被
覆
石
等
の
採
石

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
石
を
終
え
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
緑

化
工
（
ヤ
マ
モ
モ
、
ク
ロ
マ
ツ
等
植
樹
）
に
よ
る

林
地
復
旧
や
海
へ
の
濁
水
防
止
の
た
め
沈
砂
池
の

整
備
な
ど
を
行
い
環
境
、
景
観
保
持
に
努
め
て
い

ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

徳
山
築
港
か
ら
海
上
タ
ク
シ
ー
で
約
20
分
。
魚
釣

り
に
絶
好
で
す
。
隣
接
す
る
大
津
島
に
は
、
戦
時
中

に
行
わ
れ
た
人
間
魚
雷
発
射
訓
練
の
悲
劇
を
物
語
る

回
天
記
念
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

厳島神社

黒
髪
島

加
工
用
原
石
（
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
用
）

採
石
後
の
緑
化
状
況
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全

国

森

林

計

画

の

策

定

に
つ
い
て

　

平
成
20
年
10
月
21
日
に
、
森
林
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産

大
臣
が
、
５
年
ご
と
15
年
を
一
期
と
し
た
全
国
森
林
計
画
が
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
国
の
関
連
施
策
の
方
向
性
を
示
し
、
地
域
別
の
森

林
計
画(

国
有
林)

、
地
域
森
林
計
画(

民
有
林)

の
模
範
と
し
て
、

森
林
の
整
備
・
保
全
の
目
標
、
立
木
伐
採
材
積
、
造
林
面
積
等
の
計

画
量
、
施
業
の
基
準
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
策
定
の
概
要
と
し
て
は
、　
　
　

○
森
林
の
重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
た
望
ま
し
い
森
林
の
姿
に
誘
導

す
る
た
め
、
針
広
混
交
林
や
長
伐
期
化
等
の
多
様
な
森
林
の
整
備
・

保
全
を
よ
り
一
層
進
め
る
。

○
森
林
整
備
の
目
標
、
計
画
量
に
つ
い
て
は
、
森
林
・
林
業
基
本
計

画
に
示
さ
れ
て
い
る
目
標
等
の
考
え
方
に
即
し
、
新
た
な
計
画
期
間

に
見
合
う
量
を
計
上
。
特
に
、
健
全
な
人
工
林
の
育
成
と
成
熟
化
し

つ
つ
あ
る
国
内
資
源
の
本
格
的
な
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
間
伐
を

主
体
に
伐
採
立
木
材
積
を
増
加
す
る
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
全
国
森
林
計
画
に
即
し
て
、
国
有
林
の
地
域
別
の
森
林
計

画
及
び
地
域
森
林
計
画
を
樹
立
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ

　

国
有
林
の
地
域
別
の
森
林
計
画(

案)

の
公
告
縦
覧

 
 

森
林
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
吉
野(

奈
良

県)

、
南
伊
勢(

三
重
県)

、
紀
南(

和
歌
山
県)

、
揖
保
川(

兵

庫
県)

、
天
神
川(

鳥
取
県)

、
高
津
川(

島
根
県)

、
旭
川(

岡

山
県)

、
太
田
川(

広
島
県)

、
豊
田(

山
口
県) 

各
森
林
計
画
区

に
つ
い
て
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
11
月

中
旬
よ
り
、
計
画
案
の
公
告
・
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

森林計画の体系

計
画
課
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各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

民
・
国
連
携
に
よ
る
低
コ
ス
ト
路
網

生
産
シ
ス
テ
ム
研
修
を
開
催

【
福
井
森
林
管
理
署
】
10
月
15
日
、
大
野
市
に
お

い
て
「
平
成
20
年
度
低
コ
ス
ト
路
網
生
産
シ
ス
テ

ム
研
修
」（
主
催　

福
井
森
林
管
理
署
、
後
援
　

福
井
県
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
福
井
森
林
管
理
署
が
「
低
コ

ス
ト
路
網
生
産
シ
ス
テ
ム
導
入
指
針
」（
局
作
成
）

に
基
づ
き
実
施
す
る
日
ノ
谷
国
有
林
の
間
伐
実
行

箇
所
に
お
い
て
、
そ
の
取
組
を
関
係
者
に
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
福
井
県
に
お
い
て
普
及
・
定
着
を

図
っ
て
い
く
た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
当
署
職
員
並
び
に
福
井
県
や
森
林
組

合
等
関
係
者
を
含
め
総
勢
21
名
の
参
加
を
得
て
、

午
前
中
は
「
低
コ
ス
ト
路
網
生
産
シ
ス
テ
ム
導
入

指
針
」
の
紹
介
及
び
現
地
の
概
要
等
に
つ
い
て
の

座
学
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
日
ノ
谷
国
有

林
に
移
動
し
て
、
現
場
代
理
人
か
ら
作
業
仕
組
み

等
の
説
明
を
受
け
た
後
、
ま
ず
バ
ッ
ク
ホ
ー
に
よ

る
集
材
路
開
設
状
況
を
見
学
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

場
所
を
移
動
し
て
、
最
新
型
の
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
製
の

*

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
囲
ん
で
、
そ
の
性
能
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
プ
ロ
セ
ッ
サ
の

性
能
や
稼
働
率
、
作
業
路
作
設
単
価
や
シ
ス
テ
ム

全
体
の
生
産
性
等
に
関
す
る
質
問
等
、
参
加
者
か

ら
活
発
な
発
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
署

か
ら
「
本
日
の
研
修
の
成
果
を
踏
ま
え
、
福
井
県

の
地
形
等
の
条
件
に
適
合
し
た
、
よ
り
効
率
的
な

シ
ス
テ
ム
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
、

研
修
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

 
 

福
井
森
林
管
理
署
と
し
て
初
め
て
の
取
り
組

み
で
し
た
が
、
今
後
も
民
・
国
連
携
し
つ
つ
、
間

伐
及
び
間
伐
材
の
有
効
利
用
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

説
明
を
受
け
る
参
加
者

大
杉
谷
の
樹
木
を
ニ
ホ
ン
ジ
カ
か
ら

守
る　

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
樹
木

保
護
作
業
～

【
三
重
森
林
管
理
署
】
10
月
18
日
、「
近
畿
の
屋
根
」

と
呼
ば
れ
る
大
台
ヶ
原
の
三
重
県
側
に
位
置
す
る

大
杉
谷
国
有
林
（
三
重
県
大
台
町
）
で
、
ト
ウ
ヒ

な
ど
の
樹
木
を
保
護
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

大
台
ケ
原
一
帯
で
は
昭
和
30
年
代
に
伊
勢
湾
台

風
等
大
型
の
台
風
の
影
響
で
、
亜
高
山
性
針
葉
樹

林(

ト
ウ
ヒ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
等)

が
倒
れ
林
内

に
光
が
入
り
込
み
、
急
速
に
ミ
ヤ
コ
ザ
ザ
が
増
加

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
生
息
し

や
す
い
環
境
が
出
来
た
こ
と
に
よ
り
増
加
が
始
ま

り
、
ト
ウ
ヒ
な
ど
樹
木
の
樹
皮
を
剥
ぐ
被
害
が
増

え
始
め
ま
し
た

　

こ
の
よ
う
な
中
、
大
杉
谷
国
有
林
で
は
平
成
10

年
度
よ
り
、
樹
木
に
金
網
を
巻
き
付
け
た
り
、
周

囲
を
ネ
ッ
ト
で
囲
い
食
害
を
防
ぐ
等
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
被
害
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
実
施

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
樹
木
保
護
作
業
は
、

被
害
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
見
な
が
ら
樹
木
の
保
護

を
し
よ
う
と
、
平
成
12
年
よ
り
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。
７
月
に
続
き
今
年
２
回
目
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
参
加
者
は
県
内
は
も
と
よ
り

遠
く
は
静
岡
県
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
業
は
、
経
過
年
数
に
よ
り
古
く
な
っ

た
金
網
を
新
し
い
金
網
に
張
り
替
え
る
作
業
で
、

幹
だ
け
で
な
く
根
の
部
分
も
保
護
し
な
い
と
シ
カ

の
食
害
に
合
う
た
め
丁
寧
に
金
網
の
巻
き
付
け
を

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
シ
カ
の
食
害
か
ら

樹
木
を
守
れ
る
な
ら
」「
こ
の
活
動
に
参
加
で
き

て
良
か
っ
た
」
な
ど
お
互
い
が
協
力
し
な
が
ら
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

金
網
を
巻
き
付
け
食
害
か
ら
守
る

シ
カ
に
よ
る
食
害

*

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー　

林
地
や
土
場
で
伐
倒
木
を
つ
か

み
送
材
し
な
が
ら
枝
払
い
を
行
う
と
同
時
に
油
圧

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
一
定
の
長
さ
に
玉
切
り
が
出
来
る

高
性
能
林
業
機
械
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森を守る
シリーズ

京
都
に
お
け
る
治
山
対
策

　

紅
葉
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、大
山
（
鳥
取
県
）、箕
面
（
大
阪
府
）、宮
島
（
広
島
県
）、白
山
（
石

川
県
）
な
ど
の
紅
葉
の
名
所
に
国
有
林
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
場
所
で
も
治
山
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
で
は
、
京
都
を
代
表
す
る
紅
葉
の
名
所
、
嵐
山
・
貴
船
な
ど
に
国
有
林
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
光

地
で
は
、
散
策
路
等
へ
の
落
石
を
防
ぐ
な
ど
を
目
的
に
治
山
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
石
や
木
な
ど
の
材
料
を
使

う
な
ど
、
周
辺
の
景
観
に
な
じ
む
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
場
所
を
訪
ね
ら
れ
た
時
に
は
、
紅
葉
に
隠
れ
た
落
石
防
止
等
の
施
設
を
見
つ
け
て
み
て
下
さ
い
。

嵐山では、大堰川沿いの散策路に面し
た国有林に、落石防護工・木柵工があ
ります。

清水寺の裏山の国有林には、木製の谷止工
があります。

夏には、貴船山国有林沿いの渓流に川床が
設けられます。山の斜面に落石防護工が見
えます。

京
都
市
立
蜂
ヶ
岡
中
学
校
の
生
徒
に

よ
る
職
業
体
験
を
受
け
入
れ

【
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
】
９
月
10
日
か
ら

12
日
に
か
け
て
、
京
都
市
教
育
委
員
会
の
主
催
に

よ
る
「
生
き
方
探
究
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
」
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
京
都
市
立
蜂
ヶ
岡
中
学
校

２
年
生
３
名
（
男
子
１
名
、
女
子
２
名
）
の
職
業

体
験
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
間
伐
や
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
を
使
用
し
て

の
境
界
探
索
、
銀
閣
寺
山
国
有
林
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
古
都
の
マ
ツ
の
緑
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
手
伝
い
等
を
体
験
し
ま
し
た
。
間
伐
の
体
験
で

は
、
女
子
生
徒
２
名
は
鋸
を
初
め
て
使
う
と
の
こ

と
で
、
立
木
を
思
い
ど
お
り
に
伐
る
こ
と
が
出
来

ず
、
疲
れ
た
腕
を
何
度
も
振
っ
て
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
日

中
は
30
度
を
超
え
る
日
差
し
の
中
で
し
た
が
、
生

徒
ら
は
、
自
然
を
相
手
に
働
く
こ
と
の
大
変
さ
と

楽
し
さ
を
体
で
学
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

間
伐
を
体
験
す
る
生
徒


